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活動内容 成果 関係(連携)団体

① みなべ町のWeChatページ開設：中国内でよく見られているSNS

（２／６開設）

みなべ町の広報が中国で行えるように

なった

一社）京都グローカル

スタディ研究所

②「GIAHS＆ＳＤＧｓ未来都市 みなべ町プロモーションイベントin上海」

（2/20、上海日本総領事館、参加者：上海市民１１７名）

「梅の健康機能について」宇都宮洋才先生講演、みなべ町GIAHS＆ＳＤ

Ｇｓ未来都市紹介、中国GIAHS紹介、中国内GIAHS３地域展示・紹介、

みなべ町からは梅酒・梅ジュース試飲

上海市民に直接みなべ町および中国

内のGIAHSを紹介することができた。

みなべ町の梅酒を紹介することができ

た。上海総領事館とコネクションができ

た。自治体間の交流事例となった

・上海日本総領事館

・中国科学院

・一社）京都グローカル

スタディ研究所

・中国GIAHS認定地域

③ 中国世界農業遺産・浙江省湖州市桑基魚塘システム訪問

（2/21)

桑基魚塘システムに関する学習施設、博物館ならびに周辺の古い町およ

び桑基魚塘エリアを見学

・世界農業遺産浙江省湖州市桑基魚塘

システム推進協議会より、みなべ田辺

梅システム推進協議会に対し、連携交

流の提案（覚書）をいただいた。

・浙江省湖州市桑基魚

塘システム推進協議会

テーマ名：海外（中国）

課題
みなべ町や、梅の健康機能について、海外にも認知を広め、販路を拡大していく。そのために、町としてはまず
は「東アジア農業遺産学会」でつながりのある中国に着目した。

目標

世界農業遺産認定地域は中国、次いで日本が多い。2024年度は中国（上海）において、みなべ町の世界農業遺産ならびに
「SDGs未来都市」をアピールするイベントを開催する。上海総領事館にて梅の健康機能（宇都宮先生講演）や梅酒、梅ジュース等
の試飲等プロモーションを行う。また、中国内の世界農業遺産認定地域にもイベントに参加いただき、上海の富裕層向けに農業
遺産認定地域の農産物および農村観光をアピールする。併せてウイチャットを開設し、情報発信体制を整える。

振り返りと
今後の展望

WeChatを開設することができたので、今後も定期的にみなべ町の情報発信を行い、梅システム、梅の健
康機能、梅関連商品の認知を拡大し、中国内での販路拡大および観光客の訪問につなげていく。インバウ
ンド対応として、来年度は中国旅行社（国内在住者）モニターツアーなどを行う。
また、中国のGIAHS地域との地域間交流を継続するため、「浙江省湖州市桑基魚塘システム推進協議会」
との交流連携について協議し、子供たちの交流などにつなげていきたい。

「みなべ梅ラーニングコモンズ」地域共創プログラム



テーマ名：海外（中国）「みなべ梅ラーニングコモンズ」地域共創プログラム

① WeChatにみなべ町公式ページを開設

上海総領事館からWeChatで
発信されたイベント告知



テーマ名：海外（中国）「みなべ梅ラーニングコモンズ」地域共創プログラム

イベント紹介パンフレット：デザインは真造賢二さんに制作いただきました。

② 「日本一の梅の里・みなべ町 世界農業遺産＆SDGs未来都市 上海イベント」
（2/20）、上海日本総領事館



テーマ名：海外（中国）「みなべ梅ラーニングコモンズ」地域共創プログラム

② 「日本一の梅の里・みなべ町 世界農業遺産＆SDGs未来都市 上海イベント」
（2/20）、上海日本総領事館

中国科学院 ミン先生講演

三地域に感謝状を贈呈

福建省福州市：
ジャスミンと茶の文化システム

江蘇省興化市：
垛田（たくだ）農業システム

浙江省湖州市：
桑基魚塘システム



テーマ名：海外（中国）「みなべ梅ラーニングコモンズ」地域共創プログラム

③ 中国世界農業遺産・浙江省湖州市桑基魚塘システム訪問 （2/21)

施設内の図書室（農業遺産関連の書
籍）にてお茶を飲みながら意見交換

協議会のSNSにてイベント＆訪問を紹介

浙江省湖州市にあるデルタ地帯で
は、明の時代（1368 年～1644 
年）から 池を掘り、堤を築き、
その堤に桑の木を 植え、その桑
の葉で蚕を育て、池では 桑の葉
や草、蚕の糞などを餌に魚を養
殖してきた。この循環農漁法の仕
組みは「桑基魚塘（そうきぎょ
とう）システム」と名付けられて
いる。



テーマ名：海外（中国）「みなべ梅ラーニングコモンズ」地域共創プログラム

③ 中国世界農業遺産・浙江省湖州市桑基魚塘システム訪問 （2/21)

桑と梅を合体させた文字は、書家で「湖州魚桑文化研学院」院長の王似锋
先生がその場で書いてくださったもの。実物はみなべ町役場の町長室にあり
ます。その文字の下に「桑梅連理」という四文字熟語が書かれています。

「連理」とは、枝と枝が結びついて一つに成長することを指します。2本
の木の枝が結びついて、まるで一本の木のようになる状態のことです。みな
べ田辺の梅システム地域と桑基魚塘システム地域が連携・交流して新しいも
のを共創していきましょう、という思いがこめられています。

＜提案のあった「覚書」原文の一部＞

一．協力の目的
本協定は、長期的で安定した協力関係を確立し、農業遺産分野での交流と協力を促進し、
農業遺産の保護、継承、発展を共同で推進し、両国人民の農業文化における相互理解と
友好を深めることを目的とする。

二、協力内容
情報共有：双方は定期的に農業遺産の保護、管理、研究、利用に関する経験、技術、成
果、関連政策法規などの情報を共有する。
人的交流：専門家、学者、管理者などを相互に派遣し、訪問、視察、研修、学術交流活
動を行い、双方の専門レベルと業務能力を向上させる。
共同研究：農業遺産に関連する科学研究プロジェクトを共同で実施し、農業遺産の保護
モデル、持続可能な発展の道筋、現代社会における価値の体現などを探求する。
文化活動：農業遺産をテーマとした展示会、シンポジウム、文化祭などを共同で開催し、
公衆に農業遺産の重要性と魅力を宣伝・普及する。
産業協力：農業遺産に関連する産業分野（農産物開発、農村観光など）で協力機会を探
り、産業発展と経済成長を促進する。 周辺は「荻港古村」として、文化観光

地に整備されており、伝統文化体験や
農村宿泊体験ができる


